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令和２年 第 2 回北広島市環境審議会 議事録  

  

■日 時：令和２年 8 月 4 日（水） １８：３０～１９：３０  

  

■会 場：市役所本庁舎 ５階 委員会室  

  

■出席者： （委  員） 

早矢仕会長、鈴木副会長、安藤委員、齊藤委員、皆木委員、 

後藤委員、橋本委員、森下委員、藤野委員、木川委員（１０名）  

（事務局：市民環境部）  

高橋部長、阿部課長、新川主査、髙橋主事、大木主事（５名）  

 

■審議内容  

【開会】  

 

【開会挨拶】 

 

【議事録署名委員の選出】 

  

【議事 協議事項１「「めざす環境の姿」「めざす市民の姿」について」】  

  

（説明員より説明） 

 

○A 委員 

「めざす市民の姿」に実践されていない項目が多くある、とありますが、その分析は行いましたか。 

 

○事務局 

市民意識調査アンケートのみでの判断であるため、分析はしていません。 

 

○A 委員 

計画を立てて終わりではなく、どうやって実践していくかが大事になるので、そこを考えていった方が良いと思います。 

 

○B 委員 

「めざす環境の姿」について、前回から変更された部分がありますが、その理由を教えていただきたい。 

 

○事務局 

「自然環境・快適環境」については、10 年前と比べて色々な開発行為などが出てくる中、便利さと相反して環境を守る必要

があることから、自然と共生していくということで「自然共生社会」としました。「環境学習・市民活動」については、学んで行動する

だけなく、もっと配慮した行動までが必要となるため、「環境教育・環境配慮行動」としました。 
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○B 委員 

以前の項目である「自然環境・快適環境」は、単語の並びが対立的に感じていたため、良い表現になったと思います。 

 

○C 委員 

循環型社会で、「ごみの焼却処理が始まりますが、引き続き 3Ｒを進めて行きたい」とありますが、この２つの記述を横並びにし

ては相反するように感じます。 

 

○事務局 

まず、ごみの焼却処理について、現在埋立処理している普通ゴミや破砕ごみなどを令和 6 年度から広域処理という形で焼却

処理していく予定です。一方で、下水処理センターでバイオマス処理している生ごみや、リサイクルしている瓶・缶・ペットボトルは引

き続き 3Ｒを進めていくため、焼却処理が始まりますが、引き続き 3Ｒは行っていく、という記述としています。 

 

○D 委員 

説明されて分かりましたが、文章を見た時に疑問を感じる表現は変えた方がよいと思います。 

 

○事務局 

御指摘通りであるため、表現を変更します。 

 

○E 委員 

「めざす環境の姿」に「ごみの少ない町」とありますが、前回の審議会で北広島市のごみが非常に多いということが分かりました。

この目標にたどり着くような施策は考えているのでしょうか。 

 

○事務局 

クリーン北広島推進審議会で、ごみ処理の広域化に向けて減量化の取組みの審議をしており、それに基づいて北広島市一

般廃棄物処理基本計画も改訂します。また、ごみの焼却処理の導入によって処理方法が大きく変化するため、市民に分別の協

力を依頼するなどの施策で減量化を進めたいと思います。 

 

○E 委員 

前回資料では、一人一日あたりのごみ排出量について、現行計画の目標値がごみ排出量を減らすような数字になっていませ

んでした。これに納得がいきません。 

 

○事務局 

一人一日あたりのごみ排出量は、市の目標としては減らす方向としていましたが、生活様式の変化などもあり少しずつですが増

加傾向でした。令和 6 年度の焼却処理に向けて減らせるような施策を考えていきたいと思います。 

 

○C 委員 

「めざす市民の姿」にある海洋プラスチックについて、北広島市民の生活にどう関わってくるのか分からないので、少し説明を加え

た方がよいと思います。 

 

○事務局 

御意見を参考に訂正いたします。 
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○D 委員 

「めざす環境の姿」に「森や川、動植物がすぐそばにある快適で暮らしやすい環境」とありますが、動物に限ると、熊や鹿などと人

の距離が近いことが問題になっています。穿った見方ではありますが、この書き方では野生動物が町に増えるような誤解がでる可

能性があるため、自然共生社会に記載がある「生き物は身近な存在」くらいの表現にとどめた方がよいのではないでしょうか。 

 

○事務局 

北広島市は、自然や生き物が身近にいることが特徴でもあるので、そこも踏まえつつ、御意見を参考に見直したいと思います。 

 

○F 委員 

今の計画を見ると、具体的な実践をするのは市民一人ひとりという風に見えます。一人ひとりの行動も大事ですが、10 年先を

想定した長期計画であるので、新しい技術を用いた環境問題に取組む姿勢などを加えられないでしょうか。また、自然共生の部

分は、コロナウイルスも含めた形の記載にした方がよいのではないでしょうか。 

 

○事務局 

総合計画とは違い、環境に特化した計画ですので、取り入れられないものもありますが、御意見を参考に考えたいと思います。 

 

○G 委員 

北広島市単体での見方も大事ですが、バックグラウンドにある北海道や、周りの市町村と連携しながら、北広島市を盛り上げ

るような考えも必要ではないでしょうか。周りの影響を受けることも考えた作りにしていただきたいです。 

 

○事務局 

国や道の環境基本計画があり、それに基づいて北広島市の環境基本計画があり、その中に北広島市独自の環境問題がある

ので、そういうところも含めて考えて、次回会議の時に骨子案でお見せしたいと思います。 

 

【議事 協議事項 2「第 3 次環境基本計画策定に向けた施策について」】  

  

（事務局より説明） 

 

○B 委員 

「5.3 1）豊かな森林環境の保全」について、動植物の生育環境には森林環境だけでなく河川・水辺環境も重要ですが、そ

の項目が計画に見当たりません。「5.1 生活環境」で水質汚濁防止などの水そのものの話は出てきましたが、生き物の生息場と

しての河川・水辺環境の話はなかったので、自然環境面での河川・水辺環境ということで、「5.3 1）豊かな森林環境および河

川・水辺環境の保全」としても良いのではないでしょうか。 

 

○事務局 

検討したいと思います。 

 

○C 委員 

「5.2 3）マイクロプラスチックを含む海洋ごみ対策の推進」について、これはマイクロプラスチックだけでなく、大元になる大きなプ

ラスチックごみについても他のところで話されているということでよろしいでしょうか。それとも、マイクロプラスチックに焦点をあてた内容

でしょうか。 
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○事務局 

プラスチックごみ対策全般を対象としており、不法投棄などから河川に流入するごみ対策や、プラスチック製品処理など、それら

を総合的に推進したいと思っています。 

 

○G 委員 

今の話は一般廃棄物だけが対象なのでしょうか。産業廃棄物も含めた全てが対象なのでしょうか。 

 

○事務局 

基本的に、市が扱うもののため、一般廃棄物のみとなります。 

 

○G 委員 

例えば、イベントでのごみやコンビニのゴミは、産業廃棄物という捉え方もでき、北広島市で産業廃棄物にするとすれば、市には

関係がなくなる、という解釈でよろしいでしょうか。 

 

○事務局 

一般廃棄物と産業廃棄物の区分は非常に微妙な部分がありまして、事業者から出たプラスチックは一般廃棄物ですが、コンビ

ニから出たごみは産業廃棄物になるなど、業種によって変わるところがあります。イベントごみは基本的に産業廃棄物となります。 

 

○G 委員 

例えばイベント会場からゴミが飛んで行った場合、市に関係のない部分になり、それではマイクロプラスチックの根本的部分が無

くならないのではないでしょうか。これまでの方針通り一般廃棄物と産業廃棄物で分けてやっていくとしても、指導が必要になると思

います。産業廃棄物は関係ないとするのではなく、産業廃棄物に対して市はこのように指導する、という部分を付け加えるなど、規

制はかけられなくとも一緒に取組んでいくというところをくみ取っていただきたいです。 

 

○事務局 

イベントゴミに関しては、環境課職員がゴミ箱の横に立ち、分別の指導などを行っています。飛散したゴミについては、一般廃棄

物・産業廃棄物の区分が難しいため、指導・啓発を行っていきたいと思います。 

 

○F 委員 

「めざす市民の姿」の市民には、事業者も含まれているのでしょうか。 

 

○事務局 

事業者も含めたものとしています。 

 

○F 委員 

施策に入り目標を立ててそこに向かおうとすれば、事業者も個人も全体となります。めざす姿に向かって進むためにはもう一つ踏

み込む必要があるのではないでしょうか。 

 

○事務局 

市民の役割、事業者の役割、市の役割を分かりやすい表現で表したいと思います。 
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○B 委員 

「5.4 ②気候変動の影響への適応」について、現在の文章は環境基本計画にそぐわないのではないでしょうか。例えば「東の

里遊水地を活用した治水対策を実施します」は、環境面でどういったことに配慮するのか、という方向での記載の方が良いのでは

ないでしょうか。 

 

○事務局 

意見として頂戴します。 

 

○C 委員 

環境には、住環境から地球環境までいろいろとありますが、今回は環境のくくりをどこに絞っているのでしょうか。 

 

○事務局 

環境問題全般と考えています。大気や悪臭、騒音なども入るため、住環境も広い意味では含まれると思います。 

 

○C 委員 

遊水地を使って災害を防止する場合、生活環境に含まれると思いますが、自然環境に重みを置くのでしょうか。人の生活の上

での環境全般、生命・財産の維持までを含めて考えるのでしょうか。 

 

○事務局 

基本的には、地球温暖化で発生する問題を防ぐ意味合いですが、それに適応していくことも求められている部分であるため、そ

ういったものも含めて、大雨が来たときにどうするかという部分で、東の里遊水地で河川の氾濫を軽減できるといったことも含めて入

れています。 

 

○H 委員 

太陽光発電を推進していますが、一方で景観等での問題にもなっています。今後の進め方について検討していることはあります

か。 

 

○事務局 

森を切り開いて事業として行うものは景観を損なう部分があるので、私有地・民有地を含めた開発行為は景観規制等が必要

だと思いますが、住宅の屋根に付ける太陽光発電は補助していく、という住み分けをしたいと思っています。 

 

○H 委員 

「めざす市民の姿」のところで、事業者か個人かという話がありましたが、それと同じように、読んでいると混同してしっくりこない部

分がいくつかあります。例えば、エネルギーに対する取り組みでは、事業者の取り組みと市民の取り組みは似ているようで違うものな

ので、表現を区別して整理した方が良いと思います。 

 

○事務局 

今回は文章だけのため、区別しにくい部分がありますので、次回の骨子案では、市民の役割、事業者の役割、市の役割を分

かりやすく表したものを提示したいと思います。 

 

○G 委員 

一般住宅は断熱性能が悪いため、まず断熱性能を上げる必要があり、その次に省エネがあるのだと思いますが、かかる金額が
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大きいと思います。市でその工事費を補助する考えなのでしょうか。それとも推奨しているだけなのでしょうか。また、高齢化社会の

今、新築にするよりも改修の需要が高いと思いますが、改修は対象になるのでしょうか。 

 

○事務局 

現在市で行っている補助では、既設の住宅への補助も行っています。省エネ機器については、今年度から、エコな暖房機への

更新に対して補助を行っています。今回の施策については、ZEH の普及に向けて支援の検討としていますので、10 年前と比べた

太陽光発電の設置費用低減や性能の向上、また市の予算等も考慮しながら支援策を検討したいと思います。 

 

○D 委員 

「5.4 地球環境」の「①地球温暖化対策の推進」と「②気候変動の影響への適応」では、「地球温暖化」と「気候変動」の表

現が統一されていませんが、あえて分けているのでしょうか。温暖化だけでなく、もっと広い意味での気候変動ということで使い分け

ているのでしょうか。 

 

○事務局 

そこまで深くは考えていませんでした。今の御指摘も踏まえて調整したいと思います。 

 

○D 委員 

「5.4 ②気候変動の影響への適応」に水源の涵養などとあります。「気候変動の影響への適応」と結びつけづらいですが、これ

は CO2 吸収源として森林を守っていくということでしょうか。気候変動で発生するかもしれない水不足に対策するということでしょう

か。 

 

○事務局 

温暖化対策としての森林を保有するという側面で、前者になりますので、適応とは少し違う部分もあるかと思います。 

 

○D 委員 

地球温暖化対策と適応について、皆様の意見を基に、骨子を作る段階ですっきりさせたほうが良いと思います。 

 

○事務局 

次回までに説明できるように整理したいと思います。 

 

○B 委員 

「5.3 ④地域に根ざした景観、歴史的環境の保全」について、今回新しく「他の条例等に規制のないさまざまな開発に対し、

景観に配慮したガイドライン等の作成について検討します」が追加されています。ここでは「景観に配慮した」と限定的な表現にな

っていますが、景観も含めた自然環境全体に反映できる形のほうがよいのではないでしょうか。「①動植物の生息・生育環境の保

全」にも少し反映できるような形で検討していただきたいです。 

 

○事務局 

検討したいと思います。 

 

○G 委員 

「めざす環境の姿」で、SDGs という言葉を入れていますので、新計画でも、教育・啓発などの部分で言葉を入れてもらいたいと

思います。 
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○事務局 

検討したいと思います。 

 

【その他】  

 

【閉会】  


